
４ 農業振興と生産基盤の強化に向けた施策の拡充について 
【農林水産省】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

【現況、課題等】 

１ 農業農村整備事業関係予算の不足と影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 中山間地農業ルネッサンス事業の拡充 
本県のように中山間地を多く抱える地域においては極めて有効な事業であるので、 

更なる事業効果を発揮するため、以下の制度拡充が望まれる。 
 
（１）支援事業の優先枠分の明確化 

 
 
 

（２）支援事業の予算を十分確保 
   （主な支援事業の 29 年度割当状況） 

 

 

 
 

（３）地域の取組を有機的かつ一体的に支援するパッケージ事業の創設 
 

 
  
 

事業名 国予算額 県要望額 県割当額 充足率 

農業競争力強化基盤整備事業 579億 9,900 万円 6億 1,850万円 1億 9,625万円 31.7％ 

鳥獣被害防止総合対策交付金 96億 5,000万円 1億 2,577万円 8,292 万円 65.9％ 

荒廃農地等利活用促進交付金 2 億 3,100万円 7,400 万円 3,800 万円 51.4％ 

≪提案・要望事項≫ 

 農業が長野県の基幹産業として持続的に発展するため、地域の特色を活かした農業振興

とその生産基盤を強化する次の施策の拡充を図ること。 

１ 農地の条件整備や農業水利施設等の長寿命化、ため池の耐震化等による農業の競争力

強化と国土強靭化を進める生産基盤整備について、当初予算で必要な額を確保すること。 

２ 中山間地の特色を生かした多様な取組を支援するために創設された「中山間地農業ル

ネッサンス事業」について、次の事項に取り組むこと。 

（１）既存事業予算の優先枠支援とされた事業について、予算の優先枠分を明確にすると

ともに、必要な予算を十分確保すること。 

（２）地域が有機的かつ一体的に取り組めるよう新たにパッケージ事業を創設すること。 

 

 
 

 

・農業競争力強化基盤整備事業 ・強い農業づくり交付金 
・鳥獣被害防止総合対策交付金 ・農山漁村振興交付金 
・荒廃農地等利活用促進交付金 ・農業経営力向上支援事業 
等 全 10事業 

・農地基盤整備 ・新規就農者向け住宅整備 ・生産施設整備 ・加工販売施設整備 

・担い手の育成確保対策 ・荒廃農地対策 ・野生鳥獣被害対策 等 

パッケージ事業 (支援事業のイメージ) 

 

 

 

中山間地農業ルネッサンス事業（400 億円） 

 

 

＜支援事業に位置付けられた既存事業＞ 

 
400億円の内訳が不明確 

 

① 区画整理の長期化により、担い手への農地集積

や営農計画に影響 

県営 ほ場整備（大平地区） 

計画工期 ： H28～H30  ⇒  H32 まで延期 

② 畑かん施設の整備が遅れ、末端管路が破管す

るなど維持修繕に苦慮 

県営 農業水利施設整備（小布施地区） 

計画工期 ： H23～H29  ⇒  H31 まで延期 

③ 農業集落排水施設の長寿命化対策が遅延 

農業集落排水施設の整備 

計画 ： 新規採択９地区 ⇒  ６地区（３地区先送り） 
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【長野県内の取組】 

１(1) 地域の強みを活かした多様な農業を支える生産基盤の整備  〔農業競争力強化基盤整備事業〕 

 本県では、水田の区画拡大や、遊休桑園をワイン用ぶどうの栽培農地に造成するなど、

担い手への農地集積と経営展開を見据えた農業生産基盤の整備を推進。 

 

 

 

 

 

 

１(2) 中山間地域の農業支援・農村の生活環境基盤の整備  〔農山漁村地域整備交付金〕 

  中山間地域等において、高収益作物の導入や規模拡大等による収益性の高い農業を実

践するための基盤整備を推進。 

 

 

 

 

 

 

全国に先駆けて整備した農業集落排水施設について、効率的管理に向けた統廃合を進

めるとともに、供用開始後 20年以上経過した施設の機能強化（長寿命化）を推進。 

 

 

 

 

 

 

 

１(3) 耐震性不足のため池 39箇所の対策を実施  〔農村地域防災減災事業〕 

平成 30年度までに 39箇所全ての耐震対策に着手し、早急にため池の安全を確保。 

[Ｈ29年度まで：29箇所着手、うち完了：６箇所、Ｈ30着手：10箇所] 

２ 中山間地農業ルネッサンス事業への取組  〔中山間地農業ルネッサンス事業〕 
中山間地農業ルネッサンス事業における地域別農業振興計画について、10地域ある全

ての現地機関において、県内全市町村を対象に計画を作成。 

 

（県所管部）農政部、環境部  

標高差を利用したリレー栽培 

ほ場整備により、規模拡大と 
標高差を利用した長期出荷が可 

能となり、高原野菜を栽培して 
いた担い手農家の農業所得が飛 
躍的に向上 

整備前の遊休桑園 整備後の農地活用イメージ 

ワイン用ぶどうの生産量 日本一【H26】 

醸造用途のぶどう生産量 6,276 t 

ワイナリーの数 全国第２位【H28】 

県内のワイナリーの数 33 件 

長野県独自認証 
長野県原産地呼称管理者制度 

耕作放棄されていた畑 担い手農家によるレタス栽培 

ワイン用ぶどう団地の造成：28ha  （東御市 祢津御堂地区） 

遊休荒廃農地を野菜畑に整備：9ha  （上田市 殿城地区）  
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◆農業集落排水予算の見通し（国費） ◆農業集落排水施設の状況 

（ｋｍ） 

施設の合理化（統廃合）、機能
強化（長寿命化）を推進 

全国で２番目に多い 
処理場数 ２８１ 
（H27.3 月末現在） 

累計処理施設数 

累計管路延長 


